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                                                      公益社団法人日本冷凍空調学会

「冷凍サイクル制御」出版WG
Ⅰ．冷凍サイクル制御仕様

構成　
全9章  約220頁1色刷

体裁　
A4判 2段組 9ポイント 26字×52行  2704字／頁

原稿提出期限　 2015年11月30日（月）
発行予定日
2017年度（予定）

Ⅱ．入稿規約
1．　電子データによる原稿の作成

原稿はワードプロセッサーを用いて作成して下さい．ソフトウェアについてはWindows のMS-Word（バージョンは問わない）を原則とします． 
図表，写真を作成する場合は，MS-Word ，Excel，PowerPointの使用が望ましいです．写真をデジタルデータで入稿する場合は，解像度は300dpi以上で保存形式はjpgまたはTIFFにして下さい．
また，図表，写真のデータは可能な限り指定位置にレイアウト済みの状態で原稿を作成願います．
図表については原則としてデジタルデータでのトレースを行いますが，上記の形式にかかわらず作成データがある場合は提出して下さい．

2．　原稿の提出

原稿のデータはE-mailで受け付けます．
宛先は  
h-fukunaga@sho-shiba.com (印刷会社担当)　/ nagisa.kagawa.nk@jsrae.or.jp（日本冷凍空調学会事務局担当）/ matsuokafumio0523@tuba.ocn.ne.jp (松岡委員長)
の3件に設定し同時に送信して下さい．
3．　原稿の体裁
　本文原稿は仕上がりサイズに合わせ，A4版縦置きで横書きに使用し9ptの文字サイズで26字×52行の二段棒打ちとして下さい．なお，本文執筆用Microsoft Wordのテンプレートをご利用下さい．テンプレートは日本冷凍空調学会ホームページよりダウンロードが可能です。

http://www.jsrae.or.jp/books/cycle/top.html
4．　問い合わせ先
〒103-0011　東京都中央区日本橋大伝馬町13-7　日本橋大富ビル5F
日本冷凍空調学会　　香川　渚
TEL 03-5623-3223　　FAX 03-5623-3229　　E-mail: nagisa.kagawa.nk@jsrae.or.jp
Ⅲ．執筆規定
1．　使用言語
原則として日本語で執筆して下さい．

2．　著作権 
本書に執筆された原稿の著作権は「公益社団法人　日本冷凍空調学会の学会編集著作物に関する著作権規程」により，学会に帰属します．なお著作権は学会に帰属しますが，著者がその原稿を他に使用することは自由です．

3．　原稿の校閲
本書の内容をオーソライズするため，「冷凍サイクル制御」出版WG内で担当(2名)を決めて原稿の校閲を行います．
「冷凍サイクル制御」出版WGは校閲結果に基づき著者への照会を行います．著者は照会に関し，必要に応じて原稿を修正し，回答とともに修正データを提出して下さい．
4．　詳細執筆規定

4.1　原稿用紙

原稿用紙はA4（縦297 mm 横210 mm）とし，左右の余白は18 mm，上下の余白はそれぞれ25 mm，22 mmです．本文は2段組み（間隔9mm）として，1ページの行数は52行（行間隔を13.6 ptにする），1行の字数は全角26文字として下さい．本文のフォントはMS明朝体9 pt，英文はTimes New Roman 9ptを使用して下さい．
4.2　見出し
(1)　章，節，項，小見出し等の番号は原則として下記の要領に従って表現して下さい．

章　1．2．3．
節　1.1　1.2　1.3
項　1.1.1　1.1.2　1.1.3
小見出し　(1)　(2)　(3)
細項　a) b) c)　, ①　②　③
書式は，見出し番号，章，節，項のタイトルのすべてをゴシック体として下さい． 
(2)　見出しの書き方

a)　　章は中央揃えとし，前後を1行空けて下さい．
b)　　節，項見出しは行の最初から書き，改行した後1文字空けて本文を記述して下さい．
c)　　見出し番号の後1文字空けてタイトルを書いて下さい．
d)　　小見出し，細項は，タイトルを書く場合はc)に同じで，本文を直接書きだす場合は
番号の後2文字空けて下さい．

　e)　　細項は番号の前を全角1文字空白を設けて下さい．

4.3　本文 
(1)　　平易な表現の口語体（である，など）とし，原則として常用漢字，現代仮名づかいによるものとして下さい．特殊な用語で難読または誤読のおそれのあるものは最初に使用した箇所にかっこしてふりがなを併記して下さい．
(2)　　使用文字は，日本語はMS明朝体，英数字はTimes New Romanとします．
(3)　　英単語のスペルには米語と英語を混用しないで下さい．

(4)　　本文および行を変えた場合の書き出しは全角1文字分空白を設けて下さい．（図表以外）
(5)　　句読点はコンマ（，），ピリオド（．）を使用し，語句の並列の場合はコンマ（，），外国語やかな書き名などの中区切りは中黒（・）として下さい．

（例） （語句の並列）　圧縮機，凝縮器および蒸発器

　　 （2語以上の外国語のかな書き）　クランクケース・ヒータ
(6)　　原稿中の英文つづりの外来語は，人名，地名などの固有名詞を除き小文字で記載して下さい．また外国語をカタカナ書きする場合は，必要に応じて（　）内に原語を併記して下さい．

　　末尾がor,erの語は伸ばさない．yは伸ばす，2文字の場合は伸ばす．

（例）クライオゲン（cryogen）

　　　人名はSmith，紛らわしいときはJ. Smith
　　　複数の代表者のときはSmithら（和文），Smith, et al.（英文）

　　　コンプレッサ，キー等
(7)　　年度を表わす場合は，今年度，来年度とはしないで西暦による年度を使用して下さい．

(8)　　アルファベット及び数字は半角文字を使用して下さい．ひらがな及びカタカナは全角文字を使用して下さい．

(9)　　数量を表す場合はアラビア数字を使って下さい．ただし，名称，概数を表す場合は漢字とします．
（例）1，2，3，0.1234，1894.5
　　　三次元，三角関数，十進法，一つの，二，三の例

(10)　　本文中で使用するカッコ類（（ ）「 」［ ］等）は全角文字として下さい（小見出し番号，数式番号及び数式内では半角として下さい）．
(11)　　「はじめに」，「おわりに」，「概要」といった節名・小見出し名は避けて下さい．
(12)　　および，おいて，また，などの表記は平仮名として下さい（別紙参照）．
4.4　用語・単位・記号
(1)　　学術用語は原則として文部省編「学術用語集」および本学会発行の「冷凍空調・食品用語集」によります．
(2)　　単位はJIS Z 8203（国際単位系（SI）およびその使い方）に記載された国際単位系（SI）を使用して下さい．SIに含まれない単位からSI単位への換算はJIS Z 8203（国際単位系（SI）およびその使い方）によります．なお単位記号の字体はローマン（立体）として下さい．

(3)　　記号は原則としてJIS Z 8202（量記号，単位記号および化学記号），JIS Z 8201（数学記号），JIS B 8601（冷凍用図記号）を尊重します．なお量記号の字体はイタリック（斜体）とします．ベクトルはボールドイタリック体（太斜体）とします．数字は立体とします．
(4)　　原則として会社名, 商品名を使用しないで下さい．

(5)　　文章中に略語を用いる場合は，最初に使用する際に以下のように表示して下さい．

（例）　熱処理温度（Heat Treatment Temperature: HTT）
(6)　　文章中に物理量を表わす記号を使う場合は，最初に使用する際に読者が容易に理解できるように下記の形式で表示して下さい．

（例）　応力σ　　磁束密度Ｂ
(7)　　冷媒番号はR 143aのようにRと記号の間に1/4角スペースを挿入します．1/4角スペースは挿入→記号と特殊文字→その他の記号→特殊文字→1/4角スペースを選択して挿入です．
(8)　　単位・記号は文中に1行にまとめます．単位の間は･（半角中黒）を入れ，必要に応じて半角のカッコで区切って下さい．

　　（例）　kJ/(m2･K)　

(9)　　数字と単位記号の間には1/4角スペースを挿入します．

　　（例）　12 mm     4.5 MPa

(10)　　記号が多くなり煩雑になる場合は単位も併記して節毎にまとめて記述しても結構です．

　　（例）　

記   号


A
表面積

mm2


h
比エンタルピ
kJ/kg



ギリシャ記号



η
粘性係数

Pa･s



λ
熱伝導率

W/(m･K)


添字



ave
算術平均



c
臨界点

4.5　数と数字 
(1)　　数字の書き方は下記のようにして下さい．なお，小数点は中央より下に打って下さい．

（例）.123は0.123，1・234は1.234，1,234.5は1234.5，1.23・10-3は1.23×10-3
(2)　　文中の式は下記のように一行にまとめて下さい．

（例）
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(3)　　数式には(1.1-1)，(1.1-2)，(1.1-3)などの節ごとの通し番号を付し，文中に引用するときは式(1.1-1)，式(1.1-2)，式(1.1-3)などと記して下さい．

(4)　　式は1列に収めるのを原則とします．長い式で1列に収まらない場合は2列にまたがっても結構ですが，この場合には前後の文章の続きがよくわかるようにして下さい．
(5)　　式中のかっこの使い方は[{(　)}]の順序によります．
(6)　　対数および指数

自然対数：ln X，　常用対数：log X，　指数関数：eX，exp(X /a)
4.6　生物名 
(1)　　原稿中では標準和名はカタカナで書き，続けて学名をイタリックで入れて下さい．ただし，いわし旋網，かつお節などのような場合はカタカナを用いません．

(2)　　原則として命名者名を省き，特に必要のある場合には命名者名を入れて下さい．

（例）マイワシ　Sardinops melanosticla（TEMMINCK et SCHLEGEL）
4.7　化学物質名 
(1)　　原稿中で化学物質名をあげるときは慣例に従い漢字もしくはカタカナで記載し，原語を用いる必要のあるときは（例）のように書いて下さい．

（例）塩酸，グリコーゲン，10mmol phosphate buffer, chlorodifluoromethane
(2)　　化合物の略語は国際慣用に従い，必要なときは，本文または脚注でその旨を注記して下さい．

（例）TVB-N　揮発性塩基窒素

　　　ATP　　　アデノシン三リン酸

(3)　　酵素名はInternational Union of Biochemistryの規定によります．

4.8　図・表 
(1)　　図および表には，内容を的確に表わす和文の表題をつけて下さい．必要により英語を併記しても構いません．

(2)　　番号は節毎に図，表別に順に設定していきます．番号は章・節の番号を頭に入れて、
「-」（ハイフン）の後に図・表の番号を表示して下さい.
（例：2章3節の図1は図2.3-1、4章2節の表3は表4.2-3として下さい）
なお,写真は図に含めます．
(3)　　図の番号・タイトルは図の下欄に,表の番号・タイトルは表の上欄に表示して下さい.
(4)　　本文中では必ず図，表を引用して下さい．本文中に最初に引用する場合のみボールド（太字）として下さい．
(5)　　図，表は鮮明に印刷されるものを用い，図表中の文字は十分判読できる大きさのものを用いて下さい．

a)　　図，表の大きさは本文1列の横幅を基準とし，原則として1列に収めて下さい．図，表などが大きくて1列に収まらないときは，2列にまたがっても構いません．
b)　　図，表内の文字の大きさは，見やすい大きさとして下さい．特に記号類が小さすぎて判別不能にならないように注意して下さい．
4.9　引用文献の転載許諾 
(1)　　引用文献は別の出版物から図・表・文章を原典そのまま変更せずに転載することで,

出版元に転載許諾が必要となります。
(2)　　原稿執筆のために参考にした文献については参考文献とし, 引用文献とは異なります.
参考文献については転載許諾の申請・許諾および引用元の表記は必要ありません.

(3)　　引用文献は引用元のオリジナルを変更せずそのまま掲載する必要があります．図,表を他の文献から引用する場合には基本的に著者側から転載許諾の申請を行い，原稿と一緒に承諾書のコピーを添付して下さい．最近は引用による図表や文章の著作権上の問題が非常に厳しくなってきています（特に海外の文献）．なお自著の場合でも発行者の許可を得る必要があります．
引用する文献がオリジナルであることを確かめて下さい．
他からの引用の文献の場合にはそのオリジナルに引用許諾を申請する必要があります．
(4)　　許諾申請の数が多いと思われるASHRAE・空気調和衛生工学会および日本冷凍空調学会の著作物につきましては日本冷凍空調学会でまとめて転載許諾の申請をしますので，引用文献転載許諾願い申請書（別紙）に記入し，その出典元の該当頁のコピーを添付して事務局にFAXして下さい．

(5)　　引用文献は一部分でも変更があると転載許諾はおりませんのでご注意下さい．
4.10　引用文献と参考文献
(1)　　引用文献とは前節に示すように転載許諾の必要なものです．参考文献はそれ以外で出典を明らかにするものや記述を補完するような文献を紹介する場合に用います．
(2)　　引用または参考にした文献は，下記(3）の内容により節単位で記載します。原稿提出時には節単位で文末にまとめて記載して下さい．
(3)　　文献の記載番号はその節を通しての通し番号とし，文章中の当該箇所の右肩に引用文献では○○1,2)，○○2-5)のように，参考文献では○○*1,*2)，○○*2-5)のように付します．

(4)　　文献の記載方法は次の形式によります．同じ雑誌が並ぶときは，同上誌（ibid.）と略しても構いません．

a)　雑誌の場合

著者名: 雑誌名，巻（号），ページ（発行年）． （巻は太字とする）

（例）田中太郎: 冷空論，26(1), 42(2009)．

田中太郎, 伊藤次郎……：（全著者名を示す）

T. Tanaka: Refrigeration, 71 (830) , 42 (1996). (in Japanese)

G. Lorentzen and T. Gac: Int. J. Refrig., 6(5), 289(1984).

b)　書籍の場合

著者名: 「書名」（英語の場合は“書名”），巻（1巻のみの時は不要），改版（編者名），引用ページ，発行所，発行地（発行年）．

（例）田中太郎:「冷凍機」，pp. 40-42，日本出版，東京(1996）．

田中太郎:「空気調和」，3巻，第2版（伊藤次郎編），pp. 50-53，空調書籍，大阪（1996）．

T. Tanaka: “Refrigerating Machine”, pp. 40-42, Japan Publishing Co., Tokyo (1996). (in Japanese)

J. Ito: “Air Conditioning” , Vol. 3, 2nd ed., (ed. by T. Tanaka), pp. 45-46, Air Conditioning Press, Tokyo (1983). (in Japanese)

F. Franks: “Effects of Low-temperatures on Biological Membranes” , (ed. by G. J. Morris and A. Clarke), pp. 3-19, Academic Press, London (1991).

c)　訳書の場合

原著者名（訳者名）: 「書名」（英語の場合は“書名”），引用ページ，発行所，発行地（発行年）．

（例）J. H. Wilkinson（守屋寛，吉田光孝，藤本光男 訳）:「低温微生物」，pp. 60-65，

丸善，東京（1953）．

A. E. Kriss (Translated from Russian by J. M. Shewan and Z. Kabata): “Low Temperature Preservation Foods”, pp. 43-51, Oliver and Boyd, Edinburgh, UK (1996).

d)　国際会議論文集の場合

著者名：講演論文集名，巻，ページ，開催地（開催年）．

（例）G. Lorentzen: Proceedings of New Applications of Natural Working Fluids in 

Refrigeration and Air Conditioning, pp. 23-36, Hannover, Germany (1994).

M. J. P. Jansen, F. L. M. Engels and L. J. M. Kuijpers: Proc. 19th Int. Cong. Refrig., Vol. IVb, pp. 860-867, Hague, Netherlands (1995).

e)　国内学会講演論文集の場合

著者名（全著者名を示す）：講演論文集名，巻，ページ，開催地（開催年）．

（例）冷凍太郎，空調花子: 平成15年度冷空講論，pp. 1-4，東京（2003）．

T. Reito and H. Kucho: Proceedings of 2003 JSRAE Annual Conference, pp. 1-4, 

Tokyo (2003). (in Japanese)

f)　技術資料（カタログ）の場合

技術資料名: 発行会社名,（発行年）．

g)　特許の場合

発明者名: 「発明名」（英語の場合は“発明名”）， 特許・出願・公開番号（年）．

（例）冷凍太郎，空調花子: 「冷凍装置」，特願平14-123456（2002）．

T. Reito and H. Kucho: “Refrigerator”, US Patent 1234567 (2002).

h)　Webサイトの場合

WebサイトURL: （引用年）．

(5)　雑誌の略記

　　雑誌名は略記でも構いません．

a)　国内雑誌の場合

日本冷凍空調学会論文集――冷空論
日本冷凍空調学会学術講演会講演論文集――冷空講論
冷凍――冷凍　
日本冷凍協会論文集――冷論　

日本機械学会誌――機誌　

日本冷凍協会学術講演会講演論文集――冷講論
空気調和・冷凍連合講演会講演論文集――空冷連講論
日本機械学会論文集――機論
空気調和・衛生工学会誌――空衛学会誌　

空気調和・衛生工学会論文集――空衛論　

日本食品科学工学会誌――食科工　

日本水産学会誌――日水誌　

中央水産研究所報告――中央水研報
食品衛生学雑誌――食衛誌　

日本農芸化学会誌――農化　　
b)　　外国雑誌はISO833の省略法に準拠する．

4.11　脚注
　脚注が必要な場合は，節の末尾に横線を引いて，その下側に※を表記し印字して下さい．脚注の記載番号はその節を通しての通し番号とし，文章中の当該箇所の右上に〇〇※1,※2のように付します．脚注の記載は引用・参考文献の前とします. 脚注の記号は文献番号と混同しないように注意して下さい．
5．　校閲と原稿修正
5.1　原稿の流れ





章校閲終了後執筆者に結果の連絡がありますので，執筆者は修正箇所があれば修正をお願いします．
5.2　編集の責任
「冷凍サイクル制御」の編集は「冷凍サイクル制御」出版WGの方針の下にその責任において行います．

5.3　原稿内容の責任
原稿内容の最終責任は著者にあります．

5.4　原稿の校閲
原稿は「冷凍サイクル制御」出版WGで選定した校閲者が，その内容を編集方針に照らして適切かどうかを校閲し，修正の要否の判定を行います．

5.5　校閲者の選定
「冷凍サイクル制御」出版WGは章ごとに最も適切と思われる校閲者を委員会内から2名選出します．

5.6　校閲の秘密の保持
校閲者名はいかなる理由があろうとも著者および一般に公表しません．

5.7　校閲の方法および期間
校閲者は本要綱に基づいて校閲を行い，その結果を「冷凍サイクル制御」出版WGに提出します．　なお，校閲期間は原稿を受取ってから主・副で各1ヶ月以内とします．
5.8　著作権
本書の著作権は学会に属します．

5.9　その他の手続き
本要綱に記載なきものは，必要に応じてその都度「冷凍サイクル制御」出版WGで定めるものとします．

6．　不備な原稿の返却
レイアウトの不備な原稿は，事務的に書き直しを依頼します．例えば，

(1)　　式が3行分必要なのに2行分に収めて書いてあるような場合．

(2)　　所定の枠から，図，表，あるいは文章がはみだしている場合．

(3)　　図の不鮮明な場合．

(4)　　その他，本会の指示にしたがっていない場合．

著者修正





査読担当者（主・副）による章校閲





Wordデータにて体裁を整え原稿作成





初校作成





著者修正（必要に応じ）
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委員会承認





代表者数名による全体校閲





最終原稿提出
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